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各条件につき緑色光・青色光に対応するセンサの出力を ECG 信号とともに 2 分間同時
に記録したことなどを述べている。 
第４章では実験データの解析方法と結果を示し、また詳細な議論を行っている。青色
と緑色 PPG の SN 比は、両実験条件において有意な差は見られなかった。PPG 推定値
と ECG 値との整合性は、Bland-Altman 解析を用いて評価し、分析に使用したすべて























学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文に関し、調査委員から、新規性や有用性、関連手法との関係性、実応用に向け
た課題、医師が工学に取り組んだ際の学び等について質問がなされたが、従来研究では
不十分だった計測システムの課題を克服したシステムを開発し、非侵襲青色光 PPG で
も緑色光 PPG と同等の計測性能が得られることを示したことなど、いずれも著者から
満足な回答が得られた。 
 また、公聴会においても、40 名程度の十分な数の出席者があり、被験者の肌の色の
影響の可能性など、提案装置の有効性、実応用可能性について、種々の質問がなされた
が、理論的には影響する可能性があるが、影響がなかったと結論づける研究が多いため、
今後理論的にも実験的にも更なる研究が必要であるなど、いずれも著者の説明によって
質問者の理解が得られた。 
以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
